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　昨年末，中国武漢市でアウトブレイクした新型コロ
ナウイルスが猛威をふるっている。1 月末には WHO
が ｢国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態｣ を発
表 し，そ の 後，本 ウ イ ル ス に と も な う 感 染 症 を
｢COVIT⊖19｣ と名付けた。本原稿を書いている 2 月上
旬で，中国本土における感染者は 4 万人を超え，死者
も 1,000 人を上回った。しかしその致死率は中国国内
で 2%，そして中国以外での致死率は約 0.2% とされ，
近年流行したエボラ出血熱（約 50％），中東呼吸器症
候群 MERS（約 34%），重症急性呼吸器症候群 SARS

（約 9％）などと比較するとさほど高くはなさそうであ
る。一方，アメリカではこの冬インフルエンザが流行
している。約 2,200 万人が感染し，少なくとも 1 万 2
千人が死亡したと推定されている。感染率を考えると
こちらの方が脅威かも知れないが，日本では新型コロ
ナウイルスの影響でマスク着用や手洗いが励行され，
今年はインフルエンザの大きな流行はないという。皮
肉なものである。
　コロナウイルスは一本鎖 RNA で構成されたウイル
スで，表面に存在する突起が王冠 crown に似ているこ
とから，ギリシャ語にちなみコロナ（corona）と名付
けられたようである。SARS も MERS もコロナウイル
スが原因であるが，前者は中国のジャコウネコ，後者
はヒトコブラクダが感染源と推定されている。今回の
ものはコウモリが感染源の候補として挙げられている

が，未だ確証は得られていない。ところで一昔前は，
＂アメリカがくしゃみをすれば，世界中が風邪を引く
（When America sneezes, the world catches cold）＂と
言われていたが，現在は＂中国がくしゃみをすれば世
界中が風邪を引く＂時代である。新型コロナウイルス
の影響はすでに広く世界経済にも及んでいる。経済の
みならず，春からの学会シーズン，また 7 月からはじ
まる東京オリンピックにまで影響を及ぼさないか心配
なところである。
　さて今回の特集はタイムリーにも感染症の話題であ
り，稲葉裕先生ご企画の「国際コンセンサスからみた
整形外科感染対策における最新知見」である。整形外
科治療は，鏡視下手術，人工関節，そして再生医療と
日々進歩を遂げてきたが，未だ手術部位感染や人工関
節周囲感染などを予防することはできず，またその治
療に難渋している。2018 年 7 月にアメリカで開催され
た第 2 回国際コンセンサス会議の内容は昨年すでに日
本語に訳され刊行されているが（『整形外科感染対策に
おける国際コンセンサス―人工関節周囲感染を含む筋
骨格系感染全般』編集　田中康仁，宗本充），これは 450
ページを超える非常に膨大な資料である。今回の特集
は，この内容を各領域のエキスパートがコンパクトに
まとめ解説している。是非ご一読いただき，明日から
の診療に役立てていただきたい。
 （石橋恭之）
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